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第
十
一
条

権
限
の
あ
る
機
関
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
政
策
を
実
施
す
る
た
め
、
次
の
業
務
が
漸
進
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確

保
す
る
。

⒜

事
業
に
係
る
設
計
、
構
造
及
び
配
置
に
関
す
る
条
件
、
事
業
の
開
始
に
関
す
る
条
件
、
事
業
に
影
響
を
及
ぼ
す

主
要
な
変
更
及
び
事
業
目
的
の
変
更
に
関
す
る
条
件
、
作
業
に
使
用
さ
れ
る
技
術
的
設
備
の
安
全
に
関
す
る
条
件

並
び
に
権
限
の
あ
る
機
関
が
定
め
る
手
続
の
適
用
に
関
す
る
条
件
の
決
定
（
危
険
の
性
質
及
び
程
度
に
よ
り
必
要

と
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。）

⒝

作
業
工
程
の
決
定
並
び
に
権
限
の
あ
る
機
関
に
よ
り
曝ば
く

露
が
禁
止
さ
れ
、
若
し
く
は
制
限
さ
れ
、
又
は
許
可
若

し
く
は
管
理
の
対
象
と
さ
れ
る
物
質
及
び
因
子
の
決
定
（
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
時
に
二
以
上
の
物
質
又
は
因

子
に
曝ば

く

露
す
る
こ
と
に
起
因
す
る
健
康
へ
の
危
険
を
考
慮
す
る
。）

⒞

使
用
者
又
は
適
当
な
場
合
に
は
保
険
機
関
若
し
く
は
そ
の
他
の
直
接
関
係
す
る
機
関
に
よ
る
職
業
上
の
事
故
及

び
疾
病
の
届
出
手
続
の
制
定
及
び
適
用
並
び
に
職
業
上
の
事
故
及
び
疾
病
に
関
す
る
年
次
統
計
の
作
成

⒟

作
業
中
に
又
は
作
業
に
関
連
し
て
生
ず
る
職
業
上
の
事
故
、
疾
病
そ
の
他
の
健
康
に
対
す
る
危
害
で
あ
っ
て
重

大
な
事
態
を
も
た
ら
す
と
認
め
ら
れ
る
も
の
の
調
査
の
実
施

⒠

第
四
条
に
規
定
す
る
政
策
に
従
っ
て
と
ら
れ
る
措
置
及
び
作
業
中
に
又
は
作
業
に
関
連
し
て
生
ず
る
職
業
上
の

事
故
、
疾
病
そ
の
他
の
健
康
に
対
す
る
危
害
に
関
す
る
情
報
の
毎
年
の
公
表

⒡

国
内
事
情
及
び
国
内
の
可
能
性
を
考
慮
し
た
上
で
の
、
労
働
者
の
健
康
へ
の
危
険
に
関
す
る
化
学
的
、
物
理
的

及
び
生
物
学
的
な
因
子
の
調
査
を
行
う
制
度
の
導
入
又
は
拡
大

第
十
二
条

加
盟
国
は
、
職
業
上
の
用
に
供
さ
れ
る
機
械
、
設
備
又
は
物
質
を
設
計
し
、
製
造
し
、
輸
入
し
、
提
供
し
、
又
は
輸

送
す
る
者
が
次
の
こ
と
を
行
う
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
国
内
法
及
び
国
内
慣
行
に
従
っ
て
措
置
を
と
る
。

⒜

合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
、
機
械
、
設
備
又
は
物
質
が
、
こ
れ
を
正
し
く
使
用
す
る
者
の
安
全
及
び
健
康
に

危
険
を
引
き
起
こ
さ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

⒝

機
械
及
び
設
備
の
正
し
い
取
付
け
及
び
使
用
並
び
に
物
質
の
正
し
い
使
用
に
関
す
る
情
報
、
機
械
及
び
設
備
の

危
険
並
び
に
化
学
物
質
並
び
に
物
理
的
及
び
生
物
学
的
な
因
子
又
は
製
品
の
危
険
な
特
性
に
関
す
る
情
報
並
び
に

既
知
の
危
険
を
回
避
す
る
方
法
に
関
す
る
指
針
を
利
用
可
能
な
も
の
と
す
る
こ
と
。

⒞

研
究
及
び
調
査
を
行
う
こ
と
又
は
⒜
及
び
⒝
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
科
学
的
及
び
技
術
的
な
知
識

に
常
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
。

第
十
三
条

自
己
の
生
命
又
は
健
康
に
対
す
る
急
迫
し
た
重
大
な
危
険
が
存
在
す
る
と
信
ず
る
合
理
的
な
理
由
の
あ
る
作
業
状
態

か
ら
自
ら
退
避
し
た
労
働
者
は
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
従
い
、
不
当
な
結
果
か
ら
保
護
さ
れ
る
。

第
十
四
条

加
盟
国
は
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
適
す
る
方
法
で
、
か
つ
、
全
て
の
労
働
者
の
訓
練
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を
満

た
す
方
法
に
よ
り
、
全
て
の
段
階
の
教
育
及
び
訓
練（
高
等
技
術
教
育
、高
等
医
学
教
育
及
び
高
等
専
門
教
育
を
含
む
。）

に
お
い
て
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
並
び
に
作
業
環
境
に
関
す
る
内
容
を
含
め
る
こ
と
を
促
進
す
る
た
め
の
措
置
を

と
る
。

第
十
五
条

１

加
盟
国
は
、
第
四
条
に
規
定
す
る
政
策
及
び
そ
の
政
策
の
適
用
の
た
め
の
措
置
の
整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
、
最

も
代
表
的
な
使
用
者
団
体
及
び
労
働
者
団
体
並
び
に
適
当
な
場
合
に
は
そ
の
他
の
団
体
と
可
能
な
限
り
初
期
の
段
階

に
お
い
て
協
議
し
た
上
で
、
第
二
部
及
び
こ
の
部
の
規
定
の
実
施
を
要
請
さ
れ
る
様
々
な
当
局
と
団
体
と
の
間
に
お

け
る
必
要
な
調
整
を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
に
適
す
る
措
置
を
と
る
。

２

１
に
規
定
す
る
措
置
に
は
、
状
況
が
必
要
と
し
、
か
つ
、
国
内
事
情
及
び
国
内
慣
行
が
許
す
場
合
に
は
、
中
央
機

関
の
設
置
を
含
む
。

第
十
九
条

企
業
の
段
階
に
お
い
て
、
次
の
事
項
に
係
る
措
置
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⒜

使
用
者
が
自
ら
に
課
さ
れ
た
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
労
働
者
は
、
作
業
中
に
お
い
て
協
力
す
る
こ

と
。

⒝

事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
代
表
は
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
の
分
野
に
お
い
て
使
用
者
と
協
力
す
る
こ
と
。

⒞

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
を
確
保
す
る
た
め
に
使
用
者
が
と
る
措
置
に
関
す
る
十
分
な
情
報
が
、
事
業
場
に
お

け
る
労
働
者
代
表
に
対
し
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
、
並
び
に
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
代
表
が
、
商
業
上
の
秘
密
を

漏
ら
さ
な
い
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
当
該
労
働
者
代
表
を
代
表
す
る
団
体
と
当
該
情
報
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

⒟

労
働
者
及
び
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
代
表
は
、
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
つ
い
て
適
当
な
訓
練
を
受
け
る

こ
と
。

⒠

労
働
者
の
作
業
に
関
連
す
る
職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
つ
い
て
、
労
働
者
又
は
労
働
者
代

表
及
び
、
場
合
に
応
じ
、
事
業
場
に
お
け
る
当
該
労
働
者
又
は
労
働
者
代
表
を
代
表
す
る
団
体
が
、
国
内
法
及
び

国
内
慣
行
に
従
っ
て
、
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
及
び
使
用
者
か
ら
協
議
を
受
け
る
こ
と
。
こ
の
目
的
の
た

め
、
相
互
の
合
意
に
よ
り
企
業
の
外
部
か
ら
技
術
顧
問
を
招
く
こ
と
が
で
き
る
。

⒡

労
働
者
は
、
自
己
の
生
命
又
は
健
康
に
対
す
る
急
迫
し
た
重
大
な
危
険
が
存
在
す
る
と
信
ず
る
合
理
的
な
理
由

の
あ
る
状
態
を
直
ち
に
直
接
の
管
理
者
に
報
告
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
使
用
者
は
、
必
要
が
あ
る
場

合
に
是
正
措
置
を
と
る
ま
で
は
、
労
働
者
に
対
し
、
生
命
又
は
健
康
に
対
す
る
急
迫
し
た
重
大
な
危
険
が
引
き
続

き
存
在
す
る
作
業
状
態
に
戻
る
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
二
十
条

経
営
者
と
労
働
者
又
は
労
働
者
代
表
と
の
間
の
企
業
内
に
お
け
る
協
力
は
、
第
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に

従
っ
て
と
ら
れ
る
組
織
的
措
置
及
び
そ
の
他
の
措
置
の
基
本
的
要
素
を
成
す
。

第
二
十
一
条

職
業
上
の
安
全
及
び
健
康
に
係
る
措
置
は
、
労
働
者
に
経
費
を
負
担
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
部

企
業
の
段
階
に
お
け
る
措
置

第
十
六
条

１

使
用
者
は
、
合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
、
そ
の
管
理
の
下
に
あ
る
職
場
、
機
械
、
設
備
及
び
工
程
が
、
安
全
か

つ
健
康
に
対
す
る
危
険
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。

２

使
用
者
は
、
合
理
的
に
実
行
可
能
な
限
り
、
適
切
な
保
護
の
措
置
が
と
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
管
理
の
下
に
あ

る
化
学
的
、
物
理
的
及
び
生
物
学
的
な
物
質
及
び
因
子
が
、
健
康
に
対
す
る
危
険
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保

す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。

３

使
用
者
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
事
故
の
危
険
又
は
健
康
に
対
し
て
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
を
合
理
的
に
実
行
可

能
な
限
り
防
ぐ
た
め
、
適
切
な
保
護
衣
及
び
保
護
具
を
提
供
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。

第
十
七
条

二
以
上
の
企
業
が
同
一
の
職
場
に
お
い
て
同
時
に
業
務
に
従
事
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
こ
の
条
約
の

適
用
に
当
た
り
協
力
す
る
。

第
十
八
条

使
用
者
は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
非
常
事
態
及
び
事
故
に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
（
適
切
な
応
急
措
置
を
含
む
。）を

と
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
。

第
五
部

最
終
規
定

第
二
十
二
条

こ
の
条
約
は
、
い
か
な
る
国
際
労
働
条
約
及
び
国
際
労
働
勧
告
も
改
正
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
二
十
三
条

こ
の
条
約
の
正
式
な
批
准
は
、
登
録
の
た
め
国
際
労
働
事
務
局
長
に
通
知
す
る
。

第
二
十
四
条

１

こ
の
条
約
は
、
国
際
労
働
機
関
の
加
盟
国
で
あ
っ
て
そ
の
批
准
が
国
際
労
働
事
務
局
長
に
登
録
さ
れ
た
も
の
の
み

を
拘
束
す
る
。

２

こ
の
条
約
は
、
二
の
加
盟
国
に
よ
る
批
准
が
国
際
労
働
事
務
局
長
に
登
録
さ
れ
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生

ず
る
。

３

こ
の
条
約
は
、
こ
の
条
約
が
効
力
を
生
じ
た
後
は
、
い
ず
れ
の
加
盟
国
に
つ
い
て
も
、
自
国
に
よ
る
批
准
が
登
録

さ
れ
た
日
の
後
十
二
箇
月
で
効
力
を
生
ず
る
。
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